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雨
前
に
殺
菌
剤
、

雨
後
に
殺
虫
剤
が
原
則

兼
業
農
家
で
し
た
が
５
年
前
に
早
期
退
職

し
、
果
樹
の
苗
木
を
２
０
０
０
本
植
え
、
カ

ン
キ
ツ
２

・
５
ｈａ
、
ク
リ
な
ど
０

・
５
ｈ
、

計
３
ｈａ
の
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。
近
年

温
暖
化
の
影
響
が
顕
著
で
、
わ
が
家
で
も
昨

年
は
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
３
５
０
ｍｍ
、
９

月
の
台
風
２４
号
で
２
０
０
ｍｍ
以
上
の
雨
が
降

り
ま
し
た
。
温
州
ミ
カ
ン
で
は
、
特
に
黒
点

病
や
浮
き
皮
、
貯
蔵
性
の
低
下
な
ど
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
．３
年
――――
で
約
３
０
０
本
に

温
水
処
置
を
施
し
ま
し
た
。

今

の
と
こ
ろ
再
発
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
処
理

本
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い

で
す
。
ま
だ
ま
だ
白
紋
羽
病

の
温
水
治
療
は
新
し

い
技
術

で
す
。
〈
′
後

も
改
良

を
加

え
、
施
用
効
果
な
ど
を
継
続

的
に
確
認
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

（栃
木
県
宇
都
宮
市
）

呆
樹
防
除
の
人
原
則
は
、
殺
菌
剤
は
雨
前

に
予
防
散
布
、
殺
虫
剤
は
降
雨
後
散
布
で

す
。
例
え
ば
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
の
黒
星
病
、

カ
ン
キ
ツ
の
か
い
よ
う
病
は
、
雨
前
に
予
防

散
布
し
な
い
と
効
果
が
半
減
。
い
っ
ぼ
う
殺

虫
剤
や
マ
シ
ン
油
は
、
散
布
後
に
２
～
３
日

天
気
が
続
か
な
い
と
、
防
除
価
が
低
下
し
ま

す
。黒
点
病
も
雨
前
散
布
が
原
則
で
す
が
、
基

本
的
な
防
除
間
隔
は
、
果
実
の
肥
人
期

（６

～
７
月
）
は
積
算
雨
量
２
０
０
ｍｍ
、
成
熟
期

（８
月
～
）
は
２
５
０
皿
、
も
し
く
は
雨
が

譴

ヤ

１ヽ

」
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Ｆ
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Ｗ
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Ｆ
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黒
点
病
が
毎
年
出
ま
す
。
雨
の
前
に
薬
剤
散

布
し
た
ほ
う
が
い
い
の
は
わ
か
っ
て
る
ん
だ

け
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
　
　
。
毎
回
雨
の

前
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ
め
な
の
か
な
つ

流
れ
る
よ
う
な
雨
な
ら
雨
後
散
布

大
分
畿
小
原
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′ヽrホ の強カキ リ

' 3頭
ロノズルで

.単■1散布中の筆者。
前常ン
′
ズルの1月倍、

14)「 12,の薬剤を
肖1向 |ごきる

を
地
き
な
い
こ
た
・が
電
鳴
雫
‐
―‐
十
牢

‐
は

自
作
の
山
――――

‐
――
を
使
い
、
油
川
什
胤
仙
め

‐―、

す

（２
０
１
３
年
６
月
号
参
照
）
。
１
回
Ｈ

は
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
、
マ
ン
ゼ
ブ
剤
６

０
０
倍
に
マ
シ
ン
油

（
１
０
０
～
１
５
０

倍
）
を
加
え
て
耐
雨
性
を
３
０
０
剛
に
高
め

ま
す
。
積
算
雨
量
が
２
０
０
ｎｌｍ
に
な
っ
た
時

点
で
、
週
間
人
気
予
報
を
見
て
、
じ
め
じ
め

と
雨
が
続
き
そ
う
な
ら
雨
前
、
夏
の
夕
立
や

台
風
、
梅
雨
末
期
の
大
雨
予
想
な
ら
雨
後
に

散
布
し
ま
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
じ
め

じ
め
し
た
雨
が
続
き
、
雨
に
濡
れ
た
状
態
が

一
定
以
上
あ
る
と
黒
点
病
は
感
染
す
る
か
ら

で
す
。　
一
方
、
流
れ
る
よ
う
な
雨
で
あ
れ

ビ

．

尚

十

下

・̈荷

ｔ

ｆ

感

攣

Ｌ

ま

４

・ん

Ｈ

ハ
川
―
効
■
■
く
散
布
を
■
る
た
め
に
、

大
き
な
タ
ン
ク
で
農
薬
２
５
０
０
２
を

一
括

調
合
し
た
り
、
畦
畔
ノ
ズ
ル
や
強
カ
キ
リ
ナ

シ
３
頭
Ｈ
ノ
ズ
ル
も
使

っ
て
い
ま
す
。

２
回
―
二
‐
の
散
布
は
、
６
月
末
～
７
月
初
め

に
マ
ン
ゼ
ブ
剤
６
０
０
倍
＋
マ
シ
ン
油
５
０

０
倍
。
梅
雨
明
け
か
ら
８
月
末
ま
で
防
除
は

行
な
い
ま
せ
ん
。
梅
雨
明
け
後
は
夕
立
や
台

風
以
外
に
雨
が
な
い
の
で
、
散
布
間
隔
の
１

カ
月
が
過
ぎ
て
も
発
病
し
な
い
か
ら
で
す
。

後
期
黒
点
に
も
要
注
意

後
期
黒
点

（小
黒
点
）
は
秋
雨
で
感
染
し

ま
す
。
従
来
は
気
温
が
低
下
す
る
１０
月
に
は

発
生
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
温
暖

化
と
秋
雨
で
そ
れ
以
降
に
も
発
生
す
る
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
。
梅
雨
期
の
黒
点
と
症
状

が
異
な
り
、
特
に
９
月
末
か
ら
１０
月
の
感
染

は
緑
斑
が
残
る
だ
け
な
の
で
、
着
色
遅
延
だ

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
農
家
も
多
い
よ
う
で

す
。３
回
目
の
防
除
は
通
常
８
月
ド
旬
に
、
マ

ン
ゼ
ブ
剤
６
０
０
倍
を
ダ
ニ
剤
な
ど
と
混
用

柵
布
　
―
＝
同
時

讐
見
０
岨
”
語
目
露
蜃
雫
―

＝
＝
―
、
収
機

か
―サー
い
極
――１
４
，り
、外
―
、
９

月
中
卜
句
に
散
布
し
ま
す
ぃ
こ
の
と
き
、
温

州
ミ
カ
ン
で
は

マ
ン
ゼ
ブ
剤
４
０
０
倍

で
防

除
す
る
こ
と
で
、
褐
色
腐
敗
病

の
対
策
に
も

し
て
い
ま
す
。

冬
期
の
温
暖
化
で
黒
か
び
病
が
激
発

昨
年
、
貯
蔵
品
種
の
収
穫
期
は
気
温
が
高

く
、
雨
が
多
く
降
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

果
実
の
体
質
が
弱
く
、
収
穫
後
に
腐
敗
し
昔

労
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
来
は
貯
蔵
後
半
に

発
生
す
る
黒
か
び
病
だ
と
、
『
カ
ン
キ
ツ
の

病
害
虫
』
（
Ш
代
暢
哉

・
増
井
仲

一
著
、
今

回
農
村
教
育
協
会
）
を
読
ん
で
知
り
ま
し

た
．
私
は
柑
橘
試
験
場
や
普
及
所
で
３０
年
以

Ｌ
勤
．め
ま
し
た
が
、
専
門
書
や
雑
誌
で
も
黒

か
び
病
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

黒
か
び
病
は
日
本
で
は
登
録
農
薬
が
な

く
、
腐
敗
し
た
汁
や
胞
■
が
付
く
と
隣
接
す

る
呆
実
が
次
々
に
腐
敗
し
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
対
策
は
低
温

貯
蔵
と
感
染
呆
実
の
早
期
除
去
し
か
あ
リ
ー

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
分
県
中
汁

‐―‐

困った病害虫駆|:職闘

黒かび病の被害。点検や除去が

遅れると5段積みのコンテナの

下まで1カ 月で腐敗する

降
ら
な
く
て
も
前
日
散
布
か
ら
１
カ

月
で
す
。
し
か
し
―
山
の
多

い
年
は

複
数
回
の
防
除
が
必
要
と
な
り
、
黒

点
病
防
除
に
最
も
有
効
な

マ
ン
ゼ
ブ

剤

，

マ
ン
ダ
イ
セ
ン
国
な
ど

は

年
４
回
し
か
使
え
な
い
の
で
、
マ
ン

ネ
ブ
剤

（
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
国
な
ど
）

や
デ
ラ
ン
熙
警
　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
圏

な
ど
の
使
用
が
各
県
で
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
協
で
は
１
０
０
点
満
点

を
目
指
す
た
め
に
こ
う
い
っ
た
指
導

を
し
ま
す
が
、
お
は
ら
果
樹
国
で
は

黒
点
病
の
感
染
の
特
性
と
雨
の
性
質

を
考
慮
し
、
マ
ン
ゼ
ブ
剤
４
回
で
９０

点
の
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

夕
立
や
台
風
な
ど
の
大
雨
で
は

感
染
し
な

い

黒
点
病
の
感
染
に
は
、
樹
が
雨
に

濡
れ
て
い
る
状
態
が
、
夏
期
で
も
１２

時
間
以
上
必
要
で
す
。
た
と
え
薬
剤

の
残
効
が
切
れ
て
も
、
晴
人
の
日
に

■
‐
‐
■
」
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ｔ
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か
降

‐
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，
山
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．
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―

―

な
ら
菌
が
定
着
せ
ず
感
染
し
な
い
の
で
す
。

し
た
が
つ
て
、
夏
の
夕
立
や
台
風
、
梅
雨
末

期
の
人
雨
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
感
染
し
ま
せ

ん
。
こ
こ
が
、
か
い
よ
う
病
や
褐
色
腐
敗
病

と
大
き
く
異
な
る
点
で
す
。

こ
の
特
性
を
踏
ま
え
、
わ
が
家
で
は
梅
雨

時
期
に
２
回
、
秋
雨
時
期
に
２
回
の
防
除
で

毎
年
黒
点
病
を
ほ
と
ん
ど
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

じ
め
じ
め
雨
な
ら
雨
前
、

大
雨
な
ら
雨
後

梅
雨
時
期
の
防
除
は
、
雨
と
果
実
の
肥
人

‐　
　
―
■
刷
■
ル

ー

¨
¨
　

、
出

中

――‐１
１‐
―

０

０

１１１‐‐

　

‐‐
散

，

‐
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―
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